
【取組内容②】 クラウド上での共同編集によるスライド作成－情報活用能力の育成－

上板町立東光小学校（徳島県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

４年生：総合的な学習の時間「伝えよう！藍のステキ！！」

本校の４年生は、体験や見学を通して、地域の伝統である「藍」について学習している。学習してきた
ことを、３年生や他校に発信するために、グループに分かれてスライドを作成した。

ね ら い

• 体験や見学から得た学びを学習支援ソフトに記録することで、児童が自ら学習記録を整理できるようにする。
• クラウド上での共同編集を通じて、一人一人およびグループの作業の進め方を教師や児童同士が把握しやす
くする。

• 聞き手に分かりやすく伝えるポイントを意識させ、情報発信の際に大切なことに気付かせる。

考 察

• スライド作成を通して、自分たちの学びを整理して、分かりやすく発信する力を育成することができた。
• 共同編集をすることで、分担箇所の進度を確認し、必要に応じてサポートしたり、他のグループを参考にし
ながら作業を進めたりすることができた。

• 分かりやすくまとめることよりも、デザイン性の高いスライドを作ろうとする児童が多かったため、デザイ
ン性の高さと分かりやすさの違いについて、気付かせることが必要だと考える。

グラフィックデザインツールを用いて、
同じグループの児童と共同編集する。

ポイントをおさえて作成し直した
スライドをクラスで共有する。

修正後

学習支援ソフトの記録から、
情報を得てスライドを作成する。
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